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第1175回の記録　  平成 23 年 8月 10 日

扶氏医戒之略（ふしいかいのりゃく）緒方洪庵
　緒方 洪庵（おがた こうあん、文化7年7月14日（18
10年8月13日） －文久3年6月10日（1863年7月25日） ）
は日本の武士・足守藩士、医師、蘭学者である。大坂
に適塾を開き、人材を育てた。天然痘治療に貢献し日
本の近代医学の祖といわれる。

①人ために生活して自分のために生活を送らないこと
　を医業の本質とする。楽なことを考えず、名声や利
　益を顧みず、自己を捨てて人を救うことを願うべき
　である。人の命を助け、人の病を治し、人の病の苦
　しみを和らげることのほかにあるものではない。
②病んでいる人に対して唯その病人を見るべきである。
　身分や経済力を顧みるべきではない。一握りの黄金
　と貧しい人の両目の感激の涙と比肩できるものでは
　く深く考えるべきである。
③医術を施術するにあたっては病人をその対象とする
　べきであり、決して医療行為をすること自体を目的
　としてはならない。しがらみにしばられず、漫然と
　せず謹んで細心にわたり診なさい。
④学術を詳しく研究することの他に誠実な言動や行動
　で患者に信頼されることを追求しなさい。しかし、
　その時代の流行を利用して奇妙な言い伝えを唱えて
　名声を求めるのはとても恥じるべきことです。
⑤病人に足を運ぶときは適当な診察で何度も出向くの
　ではなく、むしろ一度の診察に細心の注意を向ける
　必要がある。　しかし自身が尊大な態度で診察を怠
　ることはあってはいけない。
⑥不治の病を患った人に対しても、その苦しみを和ら
　げ、延命に努めるのは医師としての仕事である。こ
　れを放棄することは人の道に反する。たとえ救えな
　いような病状でも、極力癒すことは仁術である。常
　に延命を考えるべきである。決してその死を告知し
　ない。そしてそれが患者にわかるような言葉遣い、
　態度をとるべきではない。
⑦病者の経済的負担が少なくなるように思慮すべきで
　ある。命を救っても命をつなぐための経済力を奪っ
　てしまっては何の益にもならない。　貧しい人々に
　おいては必ずその状態を思いやってならねばならない。
⑧世間に対しては人々の好意を得ようとすることが必
　要である。学術が優れていようとも、態度や行いが
　厳格であろうとも人々の信頼を得ることができなけ
　れば医療を施すことができない。また世間の風潮に
　精通しなさい。特に医師には人の身体、命をゆだね
　られ、裸をさらされ、全ての秘密をあかされもっと
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2730地区ガバナー 　　　長峯　基
中部分区ガバナー補佐　　林　務
RT会長テーマ
　「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」
2730地区テーマ
　「善いことをしよう」
佐土原テーマ
　「クラブ会員の絆を　より深めよう」
8月のテーマ
　「会員増強および拡大月間」
8月3日（水） ・・・「1174回」 会員卓話①「太田　忍君」
　　　　　　　　　　理事会　8月のセレモニー
8月10日(水） ・・・「1175回」　フォーラム会員増強
　　　　　　　　　　「会員増強委員会担当」
8月17日（水）・・・「特別休会」
8月24日（水）・・・「1176回」
　　　　　　　　　　ガバナー補佐訪問　「クラブ協議会③」
8月31日（水）・・・「1177回」
　　　　　　　　　　※夜間例会　会員卓話②「林　厚雄君」

　も恥ずかしい懺悔も告げ
　られる人格に値しなけれ
　ばならない。常に誠実温
　厚を旨として多くを語ら
　ず、何も言わなくもない
　ようにすべきである。
　ばくち打ち、酒飲み、好
　色、貪欲であることは論
　外である。
⑨同業の人に対してはこれを敬い、これを賞賛すべき
　である。たとえそれに値しなくても努めて耐えなけ
　ればならない。決して他の医師の施術に対して批判
　をしてはならない。人の短所をいうは徳のある人の
　すべきことではない過ちを挙げることはつまらない
　人のやることだ。人はただ一つの過ちを指摘される
　だけで一生分の徳を失う。その損失は甚大である。
　おのおのの医師の流儀がありまた治療法がある。み
　だりにこれを批判すべきではない。老医は尊重しな
　さい。若い医者は愛しみ誉めなさい。患者がもし前
　医の治療の当否を聞くのであれば努めて前医を肯定
　するべきである。その治療法の当否の判断は現在の
　状態がわからないときはするべきではない。 
⑩毎晩、昼に診た病状を再考し、それを詳細に書きと
　めることを日課とすべきである。それらを積み上げ
　て一冊の書とすれば自分にも患者にも大きな利益と
　なる。
⑪治療のカンファレンスは人間が少ないことが重要で
　ある。多くても三人を超えてはならない。特に相談
　する相手を選ぶべきである。ひたすら患者の安全を
　最優先し他のことは省みず決して言い争ってはなら
　ない。
⑫患者が以前かかっていた医師を離れて、別の医師に
　かかりたいと依頼してもみだりに従ってはならない。
　まずかつてかかっていた医師に伝えてその医師の話
　を聞かなければ治療するべきではない。しかし前の
　医師が誤った治療をしていることを見過ごすことは
　医師のすることではない。特
　に危険な病気の時に治療を遅
　らしてはならない。

　以上の内容は、どんな職業に
置き換えてもあてはまります。
特に、今の政治家の方に読んで
頂きたいと思うのは、私だけで
しょうか。?

緒方 洪庵



　　  四つのテスト
　「言行はこれに照らしてから」
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか
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◆◇◆◇ 事務局便り ◇◆◇◆
☆8月31日（水）夜間例会会場は、
　歓鯨館さん「ガーデンビアガーデン」の予定です。
☆荒武会長・永野幹事、11日（木）「9クラブ会長幹事会」への参加ご苦労様でございます。
☆荒武会長・梶田会計・藤堂会員・各委員長の皆様「公式訪問報告書」作成ご苦労様でございます。
☆吉田会員20日(土）「地区クラブ奉仕委員長会議」都城会場への代理出席ご苦労様でございます。　
☆佐藤　高元会員の全快復帰が１日でも早まりますことを心よりお待ちしております。
☆会員卓話・委員会報告等「原稿提供」のご協力をど
　うぞお願い致します。

出席報告 ＜ 出席委員　山本　兼裕 君 ＞
会員２５名 　（免除１名）
欠席者数　　　　１３名
有届け者～　佐藤君・正岡君
　　岩切君・松田君・松浦君
　　柳田君・林君・大久保君
　　吉田君・日高君・田邉君
　　原田君・加藤君

出席者数　　　　１２名
出席率　　　５０．０％
無断欠席数 (前回 )０名
メークアップ　　　０名
修正出席率　７９．１％

幹事報告 ＜ 幹事　永野　陽子 君 ＞
（文書案内）
※地区フェローシップ委員
　会のご案内
1.日時：平成23年9月17日
　（土）　14：00～16：00
2.場所：メインホテル
　4階　きりしま
　（都城市上町 8-9
　　　　℡0986-23-3131）
3.協議内容
　○全体会議　【基調講話】
　　講師 地区研修リーダー 秦　喜八郎 先生
　○グループ討論
　　①各クラブにおけるフェローシップ委員会の活動内
　　　容の紹介
　　②フェローシップと親睦の相違について
　　　活動の展開はどう変わるか？
4. クラブ負担金（当日）
　1クラブ￥１，０００を会費として申し受けます
※地区職業奉仕委員会のご案内
1.日　　時：平成23年9月11日（日）　13：30～15：30
2.場　　所：ホテル中山荘
　　　　　　　（都城市松元町 3-20　℡0986-23-3666）
3.テ ー マ：10月職業奉仕月間の取り組みについて
4. 登 録 料：一人　￥1,000
5.昼食について（希望者のみ）
　　　　　　　ホテル中山荘　12：30 ～ 13：30
　　　　　　　一人￥1,000（自己負担）
※ガバナー事務所～2011－2011年度ガバナー事務所閉鎖
　のお知らせ
※ロータリー日本財団～確定申告用寄付金領収書送付に
　ついて

委員会報告

フォーラム　会員増強について
●太田　忍君
１，活動方針
　５名増の３０名を
　目標に会員全員の
　協力をお願いし達
　成したい。
２．活動計画
　①職業分類表をチ
　　ェックして他業
　　種の名簿を調査
　　して勧誘します。
　②毎月の理事会に会員増強を議題にします。
　③女性会員の入会増強を図る。
　④過去に退会した人をリストアップして、入会を勧める。
　⑤会員全員に会員増強の意識を高めて、入会候補者を
　　紹介してもらいます。
　⑥佐土原ロータリーの過去の活動履歴を調べて、入会
　　活動に利用する。

ロータリーの友8月号　おすすめ記事
Ｐ５
 「会員数について考える」
　会員数の増減や女性会員の数と割合、少人数のクラブ
　などグラフでわかりやすく記載されています。
Ｐ１１
「心は共に４」
　震災等に対する各クラブの支援状況を記載しています。
Ｐ２２
 「日本ロータリー写真館１」
　日本初と二人目の国際ロータリー会長の写真が掲載さ
　れています。
Ｐ２４
 「例会を楽しみましょう」
　メーキャップのよさ、効果が記述されています。
Ｐ３２
 「ロータリーの基本知識」 ←　新会員さんへ特におすす
　めの記事です。
　日本編もあり、とても役に立つガイドブックです。

SAAより次週の例会案内
○ＳＡＡ　　栁田　光寛君

　次週17日の例会は　特別休会です。24日はクラブ協議
会です、全員参加でお願い致します。

○親睦委員長　　福井　輝文君
　先週予定しており
ました親睦ビアガー
デンを31日夜間例会
へ延期にして頂いた
との事、皆様のご配
慮にお礼申し上げま
す。
　又、母の葬儀の際
にはご参列等ありが
とう御座いました。
31日の夜間例会 「親睦ビアガーデン」には沢山のご参加
をよろしくお願い致します。

ハッピーＢＯＸ披露
( ニコニコ BOX)
※村岡　恵子さん～ 8月誕生を祝っていただきありがと
　う御座いました。
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